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２０１8年６月例会プログラム 

日時：６月９日（土）18：00～20：00 

  （担当：Ｂ班―茂木、並木、望月、花輪、久保田） 

  場所：八王子市北野事務所二階大教室 

  受付：望月、花輪 

  司会：久保田 

開会点鐘                    小口会長 

ワイズソング                    一 同 

ワイズの信条                    一 同 

ゲスト・ビジター紹介             小口会長 

聖句・食前感謝                   並 木 

会食 

卓話「誰でも簡単にできる脳トレ体操（中指の不思議）」 

 講師・厚木クラブ 佐藤 節子ワイズ 

（注：卓話では、フェイスタオル、飲み物、動きやすい服装) 

東京YMCA報告             担当主事 中里 

IYC参加者への補助金支給         小口会長 

報告・連絡事項                会長・担当 

スマイル報告                    茂 木 

Happy Birthday                 小口会長   

閉会点鐘                    小口会長 

 

 

 

 

       
巻頭言 

大阪セントラルクラブとのＤＢＣの思い出 

久保田貞視 

 今回で第１９回となるＤＢＣ合同例会が茂木ワイズの企画に

より大磯・葉山コースが成功裏に終了しました。 

来期から大阪セントラルクラブがワイズから離れてＹＭＣＡ活

動に特化されるということでＤＢＣ合同例会はどうなるのか心

配で寂しく感じています。小口会長がプリントされたプログラ

ムの歴史を眺めるとこれまでのそれぞれの合同例会が走馬

灯のように思い出されます。 

思い起こせば当クラブ創立３年後、奈良ワイズと津田ワイズ

の提案で、大阪セントラルクラブとＤＢＣを結ばないかとクラブ

で検討していた矢先、その１０月、東京ＹＭＣＡ山中湖センタ

ーでの親クラブとの合同例会に突然、同クラブの丸尾・則武

 

会 長   小口 多津子 

副会長   並木 信一 

書 記   茂木 稔・山本 英次 

会 計   長谷川 あや子 

ﾒﾈｯﾄ会長  辻 久子 

担当主事  中里 敦 

ブリテン  山本 英次・茂木 稔 

大久保 清・多河 敏子 

直前会長  中塚 辰生 

国際会長 Henry Grindheim (ノルウェー) 主題 “Let us walk in the Light – 

together ”「ともに、光の中を歩もう」 

スローガン “Friendship across the borders”「 国境なき友情」  

アジア地域会長Tung Ming Hsian(台湾) 主題 「ワイズ運動を尊重しよう」 

スローガン「よりよい世界のために、ワイズメン・ファミリーの絆を強めよう」 

東日本区理事主題 栗本 治郎（熱海）：「広げよう ワイズの仲間」 

「楽しくなければ ワイズじゃない 積極参加で 実りある奉仕」 

あずさ部部長主題 大野貞次（東京西）「継続は力なり・一歩でも前に・そしてあがこう」 

クラブ会長主題 小口多津子（八王子）「無理なく、地に根を張って」 

 

 

 

 

 

 

（東京八王子）「足下を固めて飛び立とう」 

 

 

（聖句） 

「すべての国よ、主を賛美せよ。すべての民よ、主をほめたたえよ。主の慈しみとまことはとこしえに／わたしたちを超えて力強

い。ハレルヤ。」                                              （詩編１１７編１節～２節） 
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両ワイズが大阪から車で乗りいれてくださり、意気投合し、ＤＢ

Ｃに向けて一歩前進しました。そして，翌１９９８年第１回西日

本区大会でＤＢＣ協定が調印されました。 

第１回ＤＢＣ例会は丁度、奈良ワイズがアジア地域会長であ

り、十勝のアジア地域大会での顔合わせになりました。当時、

当クラブの会長であった私は仕事で参加できず、８月の大阪

での同クラブの納涼例会にメネットと出席し、丸尾会長はじめ

皆さんから歓迎されました。 

正式な形での第１回（歴史上２回）合同例会は大阪服部緑

地で開催され、この時も会長である私は仕事の関係で遅れま

したが、尾崎ワイズと丸尾ワイズに出迎えていただきました。

それから１９年、交互にＤＢＣ例会は継続し、何時も企画担当

者の詳細な計画に基づき、2011 年の東日本大震災の時を除

き、楽しい交流を重ねてきました。また、お互いのクラブの周

年記念例会には交互に数名が出席しあいました。 

合同例会とは別に、１０年前にアジア地域のＴＣ担当のとき

にＢＦ代表でアジア地域に来訪予定のロシアのアザリアン・オ

ルガ女史が大阪に滞在、大阪河内クラブに転会された丸尾ワ

イズからＢＦ代表の件で用があると連絡を受け、早速、大阪で

のオルガさんの歓迎会に出席し、翌日、尾崎ワイズに電話し

たところ、尾崎さん、宇都宮さん、澄川さんの３人が今や日本

一の高層ビルの建築現場を見渡せるレストランでご馳走にな

りながらワイズ談義に花を咲かせたことも忘れ得ぬ思い出で

す。これまでの２０年間で、ＤＢＣ合同例会に参加したワイズ

には退会者も多くおりましたが、特に天国に召された尾崎さ

ん、水谷さん、当クラブの松本さん、吉原さん、橋本さんのご

冥福をお祈りいたします。 

これからもＤＢＣの名目でなくても両クラブが何らかの形で

の交流が継続できることを切に願っております。大阪セントラ

ルの皆様、有りがとうございました。 
 

大阪セントラル・東京八王子合同例会エピソード 

                  茂木 稔 

 １９回続いた合同例会に私は総て参加してきました。第１回

の十勝アジア大会で初めて顔を合わせ、幕別町でフィリッピ

ンから参加した若くて体の大きなイベットが、我が家にホーム

ステイし一緒に参加しました。今はロスで1女の母であり、アメ

リカの国籍のようです。昨年メールが来て現状を伝えてきまし

た。第２回は大阪の服部緑地で夜の会合の折に雷と大雨が降

ってきて、全員慌ててユースホステルに逃げ戻りました。翌日、

新薬師寺の１２神将をみて元興寺に行き、帰りの電車に時間

がなくなり、寺よりＪＲ奈良駅まで全員で走りました。あれほど

に全力で走ったことは、その後は全くありません。皆若かった

なあー。第3回は山中湖センター。夜のキャンプファイアーで

顔を赤く火に染めて踊ったものでした。第 4 回は姫路城と六

甲山ＹＭＣＡに泊まり山上の植物園は私が行きたかったもの

です。 第６回は皇居を見て八王子のセミナーハウスに泊まり、

高尾山の薬王院で精進料理でした。 

第７回は大井川鉄道のＳＬに乗り、汽車の中で筍の皮に包ん

だオニギリ。懐かしかった。ホテルのパターゴルフでは松本メ

ネットが優勝。米国でゴルフをしていたとの話で納得！ 

第８回は近江八幡の西の海で和船での湖上遊覧。優雅な時

間でした。楽市楽座と長浜城で信長の時代を覗き見。第９回

は円覚、建長寺とケンチン精進料理。江ノ島詣ででした。 

第 10 回は宇治平等院と修学院離宮へ行った記録が残っ

ています。 第１１回は伊豆下田了仙寺。バスガイドの唐人お

吉の話に傾聴。バスで雨の西伊豆となる。 第１２回は北淡震

災記念館で阪神大震災の断層を直に見た。鳴門の観潮船で

渦汐を見学。 第１３回は箱根の関所や駅伝博物館、宿は対 

山荘。 第１４回は大阪土佐堀ＹＭＣＡで外国人生徒との餃子

作り。茹で餃子でした。淀川船巡りとじゃんじゃん横丁食い倒

れ。食べ過ぎた。  第１５回は上野近代美術館、はとバスで

国会議事堂、スカイツリーの上から東京見物。  第１６回は京

都天竜寺、嵯峨野の川下り。湯豆腐が美味しかったなー。 

第１７回は浜松楽器博物館、浜名湖湖上遊覧とフラワーパー

ク。バラが素晴らしかった。 第１８回は名古屋で名古屋城本

丸御殿見学と徳川美術館。お城の天守閣に行かなくて残念。  

第１９回は大磯吉田茂邸とエリザベスサンンダースホームの

澤田美喜記念館。日露戦争の戦艦三笠を見て鮪丼を堪能。 

土産に名物カレーを買って帰りましたか。 
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  大阪セントラル・東京八王子合同例会の歴史 

                         小口多津子 

締結式（1998） 

倉敷市・アイビースクエア（第１回西日本区大会） 

第１回（1999）帯広、十勝        （十勝アジア大会） 

第２回（2000）服部緑地ユースホステル   （奈良観光） 

第3回（2001）YMCA山中湖センター  （富士山観光） 

第4回（2002）六甲研修センター       （神戸観光） 

第5回（2003）大学セミナーハウス   （八王子・高尾山） 

第6回（2004）有馬温泉          （適塾、大阪観光） 

第7回（2005）大井川鉄道・静岡        （御前崎灯台） 

第8回（2006）長浜・エクシブ琵琶湖   （近江八幡水郷） 

第9回（2007）鎌倉市・あじさい荘      （鎌倉・江の島） 

第10回(2008) 宇治市・亀石楼     （平等院・醍醐寺） 

第11回(2009) 伊豆高原・城ケ崎・下田     （伊豆半島） 

第12回(2010) 休暇村・南淡路             （淡路島） 

第13回(2012) 箱根・対岳荘          （箱根・大涌谷） 

第14回(2013) 土佐堀YMCA     (大川クルーズ・新世界) 

第15回(2014) YMCAアジア青少年   (上野・スカイツリー) 

第16回(2015) 嵯峨野・花の家       (嵐山・保津川下り) 

第17回(2016) 浜松・奥浜名湖  （楽器博物館・浜名湖遊覧） 

第18回(2017) 名古屋YMCA （名古屋城・熱田神宮・ノリタケ） 

第19回(2018) 葉山・相洋閣  （大磯・吉田茂邸・エリザベス） 

 

   大阪セントラルクラブの皆さまとの「思い出」 

       小口多津子 

５月１９、２０日のDBC合同例会がおわりました。 

大阪セントラルの参加者９名、八王子８名、コースは茂木さん

の名付けた「昭和の残照を訪ねて、大磯の吉田茂邸、エリザ

ベス・サンダーズホームの澤田美喜記念館、と横須賀の三

笠」でした。 

電車とバスの乗り継ぎがゆったりとうまく出来て、見学も時間た

っぷり . 葉山の長者ヶ崎海岸、相模湾の向こうに富士と夕日

の宿舎もいいところでした。 

茂木さん、何回も実踏を重ねてのコース選び、お見事でした。

本当にありがとうございました。 

１９日は宿の会議室で合同例会を持ちました。福田さんの

司会、ワイズソング、長谷川さんの聖書朗読とお祈り、出席者

の１人ひとこと。スマイルでした。 

この６月でワイズ活動を閉じる、大阪セントラルクラブですが、 

入江会長の説明がありました。「経緯に至ったわけの第一は、

人数の少数化、８名の在籍者中、例会出席と実働は５名であ

ること、その５名もまだ現役中、その中で会長職を、入江さんと

澄川さんが交互にしていたが、今後、仕事の関係で二人とも

会長が出来なくなったこと、さらに、西日本区中西部の役員に

必ずクラブから出ることへの対応が出来ないこと」 

この理由が解散に至った一番の理由だそうです。 

でも、このクラブの素晴らしいのは、これまでの中身が若者

へのプログラム、特にYMCA日本語学校の留学生支援、森林

植林運動、その他のこれまでのプログラムを今後、引き継い

でくれる他のクラブや団体を見つけるために、今のセントラル

のメンバーはこれからもその為の集会を持ち、一つ一つ処理

をして、今後はその新しいグループに誰かが参加するように

努めていくそうです。 

全くの散りじりの解散ではなく、今後も支える形をこの先に残

しているのが、素晴らしいと思いました。 

これからDBC例会は無くなるけれども、メンバーはまだまだ

元気一杯、今後の若者支援を大いに語っておられました。 

ですから、またお会い出来る気がして、今回の旅行のお別れ

の時、淋しさはありませんでした。 

 

三部合同メネット会に参加して 

                            甲府２１ Ｙ‘ｓメンズクラブ  

                            メネット会  野々垣 悦子 

 四月の良い季節に似合わず、前日の大雨の予報に電車 

が不通にならないかとハラハラしておりました。八王子メネッ 

トの方々には八王子のホームで無事お会いしてホットいたし 

ました。横浜線に乗り換え淵野辺まで。 

久し振りの再会で車中では早速お喋りに花が咲きました。 

送迎バスにて東洋羽毛相模原工場に向かいます。 

工場見学は見るだけでなく、直に羽毛に触れて羽毛の良 

し悪しを感じたり、良い睡眠をとるための布団の選び方、 

実際に横たわって実感したりと、忙しい？飽きないプログラ 

ムでした。 

昼食はシニアには丁度良い量とおかずで皆さん美味しく完 

食。食事の間もまたお喋りに花が咲きました。 

八王子メネットの方々には最後まで細かいご配慮を頂き、 

ゆっくりと見学ができました。よい寝具でいい睡眠をとって、 

来年度は甲府にて楽しい企画をたてようと帰路にて考えた 

次第です。山梨ＹＭＣＡは2020年4月、住み慣れた連雀 

通りから穴山通りに移転します。 

建設委員会は既に五回以上開かれており、益々皆さんの 

集え易い会館にしていこうと、総主事露木さん始めスタッフ 

の皆さん、会員の方々で知恵を絞っているところです。 

皆様におかれましても応援方、宜しくお願い致します。 
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【大家好！】 

                   台湾高雄市在住 須郷利貴  

日本を離れ、高雄で生活を始めてから１ヶ月が過ぎました。

朝は市場が活気づき、日中は夏の様相を見せ、夜になると夜

市を中心とした生活が営まれるこの高雄のライフスタイルにも

すっかり慣れてきました。 

過ごしてみて思うことは、人と人の距離感がとても近く、言葉が

通じなくとも積極的にコミュニケーションを取っていくということ

です。自分の意志を主張する台湾人の気質に触れるとともに、

こういったように自分の意志を伝えていくことの大切さを学ん

でいます。 

語学学校の授業もようやく始まりました。先生が長らく見つか

りませんでしたが、今ではマンツーマンでの授業が週６時間

あり、授業がない日も自習をしている日々です。 

６月末に中国語検定を受験する予定で、それに合格すること

が台湾での目標になっています。 

高雄ポートワイズメンズクラブの方が経営するパン屋さんで

アルバイトも始めました。パンを焼く工程を担当しているので

すが、中国語が十分に通じない私にも丁寧に接してくださり、

本当に恵まれた環境で楽しく働くことができています。 

このように充実した日々を過ごせているのも、STEP 生として

私を送り出して頂いた東京八王子ワイズメンズクラブの皆様の

ご支援があってこそだと実感しております。 

この先は、東日本区大会やIYCが控えています。前回大会で

得た経験を元に、日本の代表としても意義のある大会にして

いきたいと思います。 

日本に帰って来たときには皆様に成長した姿をお見せできる

よう、一日一日を大切に過ごして参ります。 

 

草刈りとBBQの感想 

原部佑基 

総勢 38 人という大世帯で臨んだ今回の草刈り BBQ、午後

からは雨も降りましたが八王子ワイズ方々と一緒にレクレーシ

ョンも含めて楽しい一時を過ごすことが出来ました。   

暦的にはまだ春ですが、気温も高く蒸し暑かったので草刈

り中のメンバーの健康が個人的には心配でした。しかし、そこ

は若さの力で乗り切ることが出来ました。(自分、その日の夜

は10時間近く寝てました...) 

待ちに待った BBQ、多くの食材がテーブルに並びメンバ

ーの食指を刺激しました。一年生達が積極的に薪割りに参加

してくれたの事もあり作業はスムーズに進みました。一人暮ら

しをしているメンバーを中心に、喜びの声が聴けて思わず笑

ってしまう場面もありました。 

次第に雨も徐々に強くなったので、屋内に向かいレクレーシ

ョンを楽しみました。ジェスチャーゲームや新聞球投げ、ハン

カチ落とし等をして盛り上がりました。   

今回の企画で、新しい一年生はひつじぐもの活動の一面を知

ることが出来たと思います。他にも色々な活動がありますが、

その上で、今後の入会の是非を決めて頂ければ幸いです。 

 

2回目の参加となりました 

                              恩田春香 

1 年前は緊張でカッチコチになっていましたが、今回は新入

生を迎え入れる立場。精一杯楽しんでもらわなくては！ここが

自分の新しい居場所になるかもしれないと感じてもらえるよう

に…と意気込んで臨みました。 

予報では雨でしたが、午前中はなんとか天気も持ちこたえ

ました。屋外の活動を思いっきり楽しむことができました。 

最初の活動は草刈りでした。 

鎌の使い方を八王子ワイズメンズクラブの方に丁寧に教えて

いただきました。 

説明の中で、ワイズの方が鎌で大変な怪我をしたというお話

を聞き、恐怖に震えましたが、実際には楽しく活動することが

できました。 

翌日ひどい筋肉痛になりましたが、それも良い思い出です。 

草を刈って汗を流した後は、みんなでBBQをしました。 

薪割りに火起こし…一からの準備でした。 

アッツアツのお肉、エビ、ハム、ホタテ、そして〆の焼きそば

…  最高に美味しかったです！！ 

午後は同期とレクリエーションを進行しました。 

大人数の前での司会の経験は無いに等しく、慌てふためく心

を隠すのに必死でしたが、みなさんに楽しんでもらえたようで

本当によかったです。 

何ごとにも受け身だった自分を変えたくて、新しい世界を知

りたくて、飛び込んだひつじぐも。 

みなさん優しく受け止めてくれました。 

今度は自分が受け止める番です。 

さぁどんと来い！ 

新しいひつじぐもはまだ始まったばかりです！ 

ひつじぐもの新規活動の開始！！ 
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センター長 中里 敦 

この記事を書いている後ろの部屋で子どもが楽しそうな声

を響かせながら、卓球をしています。長机を並べた簡易的な

台ですが、それでも精一杯楽しんでいます。夢中になって精

一杯楽しめることってすごいなあと感心しています。夢中にな

って楽しんだなんていつだろうかと思いにふけります。子ども

が夢中になっているその横で、リーダーやスタッフが寄り添っ

ています。その言葉掛けを聞いていると子どもが楽しめる、や

る気を出させる、夢中にさせるそんな言葉がかけられていま

す。いつも子どもたちが中心にあり、大切にしていることが伝

わってきます。YMCA が目指す「みつかる。つながる。よくな

っていく。」YMCA に来て、次も来たくなる自分の居場所がみ

つかり、これまで知らなかった友だちやリーダーが見つかり、

一人ひとりの社会が広がっていきます。夢中になって我を忘

れるくらい楽しめる時間は、体や心を豊かにし子どもの創造

力や自信、主体性を身に付けていくことになると感じます。そ

のような経験を積み重ね、社会で生きる力を育んで欲しいと

願っています。 

YMCA の目指すものは目に見えないことが多くあります。

神様の創造から全てのものは創られました。見えているもの

は、目に見えているものからできたものではない。目に見え

ないものに力を注ぐ、それは永遠に続くからである。の言葉

にあるように、見えない事実に向かってこの夏のキャンプも子

どもたちに寄り添っていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
初 心 

1年 辻 香帆 

  私にとって「ひつじぐも」での初めての活動が、八王子ワイ

ズメンズクラブさんとの草刈りBBQでした。 

大学受験を終え、自分のためだけでなく、誰かのためにも活

動できたらと考え、沢山のボランティア団体の中から、活動が

多岐にわたり、多くの人と交流ができる「ひつじぐも」を選びま

した。 

  実際に活動に参加して、普段大学に行くだけでは経験でき

ない出会いができ、その交流の大切さを改めて実感しました。

ワイズメンズクラブの方々は、明るく生き生きとしていらっしゃ

って、私も元気を沢山いただきました。 

若さの秘訣をお聞きしたところ、ワイズメンズクラブの一員とし

て、定期的に人と会って活動したり、私たちのような学生世代

と交流をしたりしているからだと教えてくださいました。 

中には、高校時代から今もなお共に活動しているというお話

も伺い、驚いたのと同時に、一生続くような関係を築くことがで

きるのが、とても素敵だなと感じました。 

このように出会いをとても大切にしているからこそ、日々を快

活に過ごせるのだと思い、私も人との出会いを宝物にしたい

と思いました。 

  活動では、草刈りで鎌を使ったり、BBQ前にかまどから作る

のは初めてでしたが、皆さんが親切に教えてくださり、あたた

かな心地の良い雰囲気の中で活動できました。 

普段は多摩の森で勉強をしている私たちですが、なかなか外

に出て自然の中で過ごす機会は無いので、心身ともに解放さ

れ、新たな気持ちでまた日々を過ごしたいと思います。 

  大学4年間はあっという間ですが、様々な活動に積極的に

参加して、沢山のことを肌で感じ、心で学び、魅力的な人間に

なれたらと思います。活動のために、準備してくださり支えて

くださった皆様、本当に有難うございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西東京センター便り 

 

 
お話 

 詩編は主を賛美するのが主題でしょうが、「ハレルヤ」の「ヤ」は「主」のことですから、「ハレル」は「賛美しよう、

せよ」といった掛け声です。１１３編から１１８編にかけて編集されている詩は、過越しの祭りの食事の時に歌われたとか、

エルサレムにある神殿までの旅の道すがら歌われたのではないかとされていますが、定かではありません。ともあれ、都も

うでのときにこのような歌を大声で歌いながら旅をしたようです。原文にはふしがつているようですが、どれほど正確に伝

承されているのか疑問です。それらの中で一番短いのを選びました。 

 いかがでしょうか、実に端的な詠唱歌だと思います。ワイズの新しい出発に思いを寄せて紹介してみました。 
仲田達男 

 

   中大ひつじぐも便り 

＜西東京センター 主な行事予定＞  ６月度 

◆１２日（火）「のどトレ教室」＠西東京センター １４時００ 

 ～１５時００ 毎月 第２火曜日 

声を出す、うまく飲み込む機能は年々衰え、意識してトレー 

 ニングしないと衰えを防ぐことはできません。 

誤嚥予防、ハリのある声や スムーズな滑舌を身につけてい 

 きます。 定員：30 名 参加費： 700 円／1 回 

【サマープログラム関係】 

6月６日（水）からサマープログラムのＷＥＢ予約（先行

受付）が始まります。会員及び定例活動登録者は先行予約

が行えます。 

一般受付は8日（金）となります。 
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例会報告５月度 

 

2018年５月26日（土）第二例会 北野事務所6：00～8：30 

出席者：中塚、茂木、山本、望月、福田、久保田、多河、小口、 

「報告」5月13日 ひつじぐも新入生歓迎草刈・BBQ 

参加者数44名（学Y新入生・22名、上級生・11名／八王子8

名、武蔵野多摩3名） 会計報告（長谷川さん／5/13） 

収入 ワイズ（18,700 円）  中大生（19,800 円） 寄付 500 円     

合計 39,000円 

 支出 紙皿・コップ・割りばし 752 円 飲み物 3,318 円 菓

子   1,434円、軍手   1,506円 ラベル   432円 保険   2,400

円  わくわくビレッジ支払 91,432円  合計支出 101,274円    

   クラブ会計より62,274円を補填 

DBC合同例会（5/19~20）の報告。 

参加者（大阪セントラル）入江メン・メネット、吉田、宇都宮、澄

川、神田、古家（大阪のゲスト）丸尾、林 

（八王子）茂木、山本、久保田メン・メネット、多河、福田、長谷

川、小口  クラブからの補填金・・4,381円 

・6月16日（土）15時～感謝例会、小口が出席。 

5／24 YMCA芸術祭受付。並木、小口 

5／26 在京会長会の報告。出席（小口、久保田、中里） 

・次回在京ワイズ新年会日程：2019年1月5日（土）八王子京

王プラザ ホスト・・東京多摩みなみクラブ・東京まちだクラブ

と東京コスモスが7月にクラブ合併。 

「これからの予定」 

・第２１回東日本大会（沼津）6月2・3日中里、久保田、 

 長谷川、 小口、  学Y（宮内、須郷） 

・６／４ BF代表（カナダ）歓迎会（甲府２１クラブ主催）に 

   久保田さん出席 

・６月９日（土）第一例会・卓話「誰でも簡単に出来る脳トレ体操」 

    （中指の不思議） 厚木クラブ・佐藤節子さん 

・6月15日（金）ひつじぐも新歓「定例会」中央大学多摩 

    キャンパス内、6:30～ ・６月２３日（土）第二例会 

 ・次年度の事（久保田次期会長） 

 ・次年度チャリティーコンサート出演者、 

 

絹の道ボランティア活動 

【報告】 5月18日（金） 施設の都合により中止 

【予定】 6月29日（金） 14:00～15:00 

     活動前にメネットさん達との食事会 

時間・場所は未定 

  

 

 

 

 

                           

高尾わくわく便り   ６月号 

高尾わくわくヴィレッジ 所長 古市 健 
 雨が降らないまでも雲の多いお天気の日が増えてき

て、間もなく訪れる梅雨を予感させるこの頃となっており

ます。昨年の梅雨は雨の日でもお客様の活動に大きな影

響を与えることが比較的少ない様子がありました。 

今年も多くのお客様が計画通りのプログラムを当館で実

施できることを願ってやみません。 

5 月も例年通り、学校教育団体に多くご利用いただきま

した。4月は専門学校を中心とした青年のお客様が多く見

られましたが、替わって今月は中学生を中心とした、まだ

あどけなさも残る少年のお客様に多くご利用いただきまし

た。2泊の計画の中で、1泊目は宿泊室に泊まるものの、2

泊目は敢えて野外宿泊とし、自ら設営したテントで 1 泊を

過ごす中学校もありました。開校式や閉校式で挨拶をす

る機会にも恵まれましたが、中学校に入って初めての集

団生活に緊張の面持ちの生徒たちが、当館での宿泊とプ

ログラムを経て帰っていく際には、仲間との関係も深まり、

緊張も解けた様子で、心なしか自信に溢れた顔になって

いたように感じられました。 

当館で時間を過ごし、学校生活が快調に滑り出したと

思っていただけたのなら、それほど喜ばしいことはありま

せん。引き続き、お客様にとって価値のある時間を提供

できるよう、スタッフ一同邁進して参りたいと思います。 

また、5 月は皆さまにもご来館いただき、バーベキュー

をしていただくことができ、大変嬉しく、ありがたく思って

おります。例年のことながら皆さまのご厚意に甘えさせて

いただいて、草刈や花壇のボランティアもしていただきま

した。今年も花壇の花たちがお客様を癒してくれるものと

確信しております。 

また、小川の周りを草刈いただいたお陰で視認性が増

し、小さな子どもが小川と気付かず足を踏み入れてしまう

心配が低減いたしました。この場をお借りして改めて皆様

に心より御礼申し上げます。引き続きよろしくお願いいた

します。 

 

 

 

 
 

6月の誕生祝い 

辻 直治さん ６月６日 


